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第9章 今後に向けて 

本ビジョンは、50 年先、100 年先を見据えながら、今後 10 年間の将来を想定して改訂しま

した。しかし、基礎データとした将来の人口や水量は、現時点で想定できる人口動態や水需

要などの要因に基づくものであり、今後の社会情勢によっては大きく変化する可能性もあり

ます。更に、行政改革や経営効率化、広域化など事業経営に大きく影響を及ぼす要因も考え

られます。 

本ビジョンで掲げた基本理念や理想像を実現するために、推進方策やそのロードマップも

定めていますが、より実効性のある計画とするためには定期的なフォローアップを実施する

ことが重要です。各施策は、進捗状況を把握しながら推進し、途中段階において、業務指標

による分析等により、施策の実施効果を検証します。 

また、事業途中において本ビジョンを見直す際には、計画の策定（Plan）～事業の推進（Do）

～達成状況の確認（Check）～改善策の検討（Action）の連鎖である「PDCA サイクル」を実

施し、取組みの方向性の確認、重点的な方策等の追加や見直し等について検討を行い、関係

者の意見を聴取しつつ更なる推進や見直しを進めていきます。 
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